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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
9

{
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O九
年
二
月
二
八
日
発
行
)

三
浦
梅
園
あ
て
の
中
井
履
軒
書
簡

は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
有
名
な
天
文
学
者
・
麻
田
剛
立
(
一
七
三
四

1
一
七
九
九
)
は
、
安

永
元
年
(
一
七
七
二
)
、
豊
後
の
杵
築
藩
を
離
れ
大
坂
に
移
住
し
、
中
井
竹
山
・
履
軒

兄
弟
と
交
流
し
な
が
ら
、
正
確
な
天
文
観
測
の
観
察
や
解
剖
を
続
け
た
。
そ
の
剛
立

や
す
た
ね

や
兄
、
綾
部
妥
胤
を
仲
介
と
し
、
中
井
履
軒
(
一
七
三
二

1
一
八
一
七
)
と
三
浦
梅

園
(
一
七
二
三

1
一
七
八
九
)
と
の
聞
で
書
簡
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
。
三
浦
梅

園
(
字
は
安
貞
)
は
、
剛
立
の
父
、
杵
築
藩
儒
の
綾
部
綱
斎
を
師
と
す
る
、
九
州
国

東
半
島
の
思
想
家
で
あ
る
。
梅
園
は
、
天
地
万
物
は
気
・
物
、
陰
・
陽
の
よ
う
な

「
対
」
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
「
条
理
学
」
で
有
名
な
他
、
漢
学
者
と
し
て
『
詩

轍
』
と
い
う
漢
詩
概
説
書
も
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
梅
園
の
著
書
、
蔵
書
、
草
稿
、

書
簡
な
ど
は
、
三
浦
家
の
子
孫
が
襲
蔵
し
、
今
は
国
東
市
三
浦
梅
園
資
料
館
で
保
管

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
か
ら
送
ら
れ
た
資
料
も
存
在
す
る
。

本
稿
で
は
、
三
浦
梅
園
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
に
、
中
井
履
軒

が
三
浦
梅
園
に
あ
て
た
書
簡
五
通
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
書
簡
を
見
る
と
履
軒

と
梅
固
と
が
、
い
つ
噴
、
ど
の
よ
う
な
交
流
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
で
き
る
。

中
井
履
軒
の
書
簡
は
、
兄
中
井
竹
山
の
書
簡
に
比
べ
て
伝
存
し
て
い
る
も
の
が
非
常

叫』

疋T

見

輝

彦

信

湯

城
士
口

に
少
な
い
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

言
え
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
は
玉
通
で
あ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
そ
の
中

の
二
通
は
こ
れ
ま
で
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
た
だ
し
、
翻
字
に
は
誤
り
も
存
在

す
る
と
思
わ
れ
る
。
博
雅
の
士
の
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

三
浦
梅
園
あ
て
の
王
通
の
書
簡

今
回
、
確
認
で
き
た
三
浦
梅
園
あ
て
の
中
井
履
軒
書
簡
は
以
下
の
五
通
で
あ
る
。

す
べ
て
、
梅
園
か
ら
の
手
紙
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
(
逆
に
梅
園
が
中
井
兄
弟
に
あ

て
た
書
簡
に
つ
い
て
は
、
転
写
や
手
控
え
を
含
め
一
通
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
)

こ
れ
ら
の
履
軒
書
簡
の
、
現
在
の
所
有
者
、
書
簡
の
日
付
、
推
測
し
た
差
出
年
次
は
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一29 日

【
そ
の

1
】
三
浦
晋
一
氏
所
有
「
十
二
月
十
二
日
」
付
書
簡
:

安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
か

【
そ
の

2
】

同
前

「
七
月
朔
(
一
日
ご
付
書
簡
:

安
永
五
年
(
一
七
七
六
)

【
そ
の

3
】
《
現
存
未
詳
》

「
八
月
十
一
日
」

付
書
簡
:



安
永
五
、
六
年
頃
か

【そ
の
4
】
友
弘
征
一
郎
氏
蔵
「
十
二
月
十
二
日
」
付
書
簡

安
永
六
、
七
年
頃
か

【そ
の

5
】
三
浦
晋
一
氏
所
有
『
三
月
二
十
五
日
」
付
書
簡

安
永
八
年
ご
七
七
九
)

こ
の
中
、

【そ
の

1
】
門
そ
の

2
】【
そ
の
5
】
の
三
通
は
、
梅
園
か
ら
七
代
を
重
ね

た
現
当
主

・
東
京
都
在
住
の
医
師

・
三
浦
晋
一

氏
の
所
有
.

現
在
、
平
成
十
二
年
の

秋
に
三
浦
家
の
敷
地
に
隣
接
し
公
股
さ
れ
た
三
浦
侮
園
資
料
館
(
現
・
国
東
市
安
岐

7 

町
宮
清
m
I
1
)
の
収
蔵
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
(
整
理
番
号
「
エ
舘
」
「
エ
幻
」
「
エ

お
」
)
。
い
ず
れ
も
美
濃
判
の
和
紙
、
償
制
畑
、
縦
お
叩
を
繍
長
に
な
る
よ
う
に
こ
っ

折
り
し
て
使
用
し
て
い
る
.
一

枚
の
書
簡
用
紙
の
よ
う
に
、
端
ま
で
書
き
終
わ
る
と

裏
側
に
墨
を
つ
づ
け
、
字
面
高
さ
は
、
す
べ
て
約
M

5

岨
で
あ
る
。
掲
載
写
真
は
、

い
ず
れ
も
そ
れ
を
広
げ
て
撮
影
し
た
た
め
、
紙
の
下
半
分
は
文
字
の
天
地
が
逆
に

な
っ
て
い
る
。

【
そ
の

3
】
は
後
述
の
よ
う
に
現
存
な
ら
び
に
収
蔵
者
も
未
詳
で
あ
る
が
、
昭
和

+
八
年
刊
『
三
浦
梅
聞
書
簡
集
』
の
翻
字
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。
た
だ
し
日
付
や
署

名
の
書
式
お
よ
び
全
文
の
長
さ
が
、
梅
園
家
に
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
た
他
の
三
通
と
同

簡
か
と
恩
え
る
。

類
の

【そ
の

4
】
だ
け
は
独
特
の
形
式
で
あ
り
、
用
紙
も
装
飾
性
に
富
ん
だ
薄
紫

・
藍

色
の
華
筆
紙
で
あ
り
、
末
尾
も
月
日
と
同
じ
行
に
続
け
て
「
中
井
徳
二
」
と
あ
り
、

花
押
の
よ
う
な
署
名
「
積
徳
」
は
見
え
な
い
。
現
在
、
梅
園
な
ど
先
賢
捧
廷
の
漢
詩

や
南
豊
文
人
画
の
収
集
家
で
あ
る
友
弘
征
一
郎
氏
に
よ
り
「
三
浦
梅
園
遺
墨
館
』
(
国

東
市
安
岐
町
富
清
柑
)
で
保
管
さ
れ
て
い
る
(
土
日
と
祭
日
に
無
料
公
開
)
。

av
守
危
れ

な
お
そ
の
他
、

三
浦
梅
岡
資
料
館
に
は
、
剛
立
の
兄
、
綾
部
妥
胤
(
通
称
文
左

衛
門
}
に
従
し
て
の
『
十
月
十
七
日
」
の
外
包
み
も
、
い
っ
し
ょ
に
保
管
さ
れ
て
い

た
(
図
1
1
こ
ち
ら
は
美
濃
判
半
数
で
、
=
一通
の
書
簡
の
ち
ょ
う
ど
半
分
の
大
き
さ

4 

ふ

ミp

..fI. 

• 

贋軒書簡 r+月+七日 J 付け外包み
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図 1



で
あ
る
.

一
連
の
監
理
番
号
は
付
さ
れ
ず
、
こ
の
紙
に
包
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
「
十

月
十
某
日
」
付
の
書
簡
も
現
存
し
な
い
.

た
だ
し
、
履
軒
か
ら
梅
聞
の
書
簡
が
ど
の

よ
う
に
渡
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
貴
重
な
資
料
だ
と
考
え
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

な
お
、

【
そ
の

1
】【
そ
の

2
】
は
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
編
『
麻
回
剛
立
資
料

集
』
(
大
分
県
先
哲
叢
書
、
一
九
九
九
年

【以
下
『
先
哲
」
と
略
称
】)
に
翻
字
さ
れ

て
い
る
が
、
鋲
読
だ
と
思
え
る
個
所
を
訂
正
し
た。

【
そ
の
1
】
三
浦
晋
一
氏
所
有
『
十
二
月
十
二
白
書
簡
」
〔
先
哲
六
O
頁
〕
安
永
三

年
{
一
七
七
回
)
か
。

4・

b
L 

4
aマ
{

外包みを包んだ場合 (事画像加工による再現)

(表) 三浦安貞様中井徳二

(裏)十月十七日 綾部文左エ門殿{専

図 2
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知
衆
敬
、
未
接
高
風
候
所
、

思
召
寄
被
投
華
翰
、
辱

俸
讃
仕
候
。
先
以
盛
寒

之
節
御
坐
候
慮
、
徳
門
益

御
清
福
、
珍
重
奉
存
候
。

然
者
、
精
綿
一
函
被
送
下
、

殊
更
御
家
製
之
由
、
高

枕
不
謹
、
恭
奔
受
仕
候
。

実
先
達
者
、
従
麻
田
子

承
御
家
繋
候
。
段
々
御
丁
寧

御
挨
拶
辱
奉
存
候
。
小
生

之
膚
浅
、
何
由
致
大
方

之
垂
顧
、
断
汗
之
実

不
知
所
謝
候
。
小
生
事
無
暮

罷
在
候
。
乍
偉
御
懸
念

被
下
関
敷
候
。
右
御
種
選
点
、

知
此
御
坐
候
。
尚
期
嗣
鴻
。

恐
憧
謹
言

中
井
徳
二

十
二
月
十
二
日

積
徳

三
浦
安
貞
様

《
大
意
》

仰
せ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
お
目
に
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
た
だ
き
ま
し
た

お
手
紙
を
、
か
た
じ
け
な
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
盛
寒
の
み
ぎ
り
、
ご
一
門
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
よ
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
精
綿
を
一
函
、
お
送
り
く
だ
さ
り
、
こ
と
さ
ら
御
家
製
の
よ
し
、
あ
り
が

た
き
お
心
遣
い
、
か
た
じ
け
な
く
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
か
ね
て
、
麻
田
先
生
よ
り

ご
一
門
の
お
噂
は
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
と
ご
丁
寧
な
ご
挨
拶
、
か
た
じ
け

な
く
存
じ
た
て
ま
つ
り
ま
す
。
不
学
な
小
生
が
、
何
に
よ
っ
て
先
生
の
お
目
に
叶
っ

た
の
か
、
冷
や
汗
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
感
謝
申
し
上
げ
て
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん。
小
生
こ
と
、
慈
な
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
他
事
な
が
ら
ご
懸
念
く
だ
さ
り
ま
せ

【
下
半
部
へ
】

ん
よ
う
に
。

右
、
御
礼
か
た
が
た
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
次
の
手
紙
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま

す
。
恐
憧
謹
言

- 32 -

十
二
月
十
二
日

中
井
徳
二

積
徳

三
浦
安
貞
様

《
差
出
年
次
の
推
測
》

安
永
元
年
)
。

「
か
ね
て
麻
田
先
生
よ
り
お
噂
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
内
容
か
ら
し
て
、

履
軒
か
ら
梅
園
へ
の
初
め
て
の
返
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
麻
田
剛
立
は
、
豊
後

や
す
あ
き

杵
築
で
郡
奉
行
も
勤
め
た
儒
者
の
綾
部
綱
斎
(
梅
園
の
師
)
の
第
四
子
で
綾
部
妥
彰

と
言
っ
た
が
、
大
坂
に
出
て
か
ら
名
を
改
め
た
。

安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
十
二
月
十
二
日
か

(
最
も
早
く
て



麻
田
剛
立
が
大
坂
に
来
た
の
は
、
安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
二
月
六
日
で
あ
る
(
剛

立
へ
の
改
名
や
大
坂
着
を
報
じ
る
中
津
藩
の
賀
来
子
登
あ
て
書
簡
(
大
分
県
立
先
哲

史
料
館
購
入
、
【
先
哲
五
八
頁
】
)
に
よ
る
)
。
そ
こ
で
、
こ
の
書
簡
は
最
も
早
く
て
安

永
元
年
末
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
剛
立
を
通
じ
て
、
履
軒
と
梅
園

が
文
通
を
開
始
す
る
の
は
安
永
三
年
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
だ
。
安
永
四
年
(
一
七

t
E
)
の
麻
田
剛
立
あ
て
三
浦
梅
園
四
月
十
八
日
付
け
書
簡
(
【
先
哲
三
九
頁
】
)
に

は
、
梅
園
が
剛
立
を
通
じ
て
中
井
先
生
と
文
通
で
き
た
こ
と
を
謝
す
る
下
り
が
あ
る

(
原
文
「
先
達
而
者
、
以
御
紹
介
中
井
先
生
遂
文
通
恭
奉
存
候
」
)
。
こ
の
安
永
四
年

四
月
以
前
に
文
通
が
始
ま
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
こ
の
十
二
月
十
二
日
書
簡
は
安

永
三
年
の
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
上
記
三
浦
梅
園
四
月
十
八
日
付
け
書
簡
に
は
、
「
中
井
氏
初
女
孝
状
」
を
落

手
し
そ
の
筆
力
に
感
心
し
た
と
あ
る
。
「
中
井
氏
初
女
孝
状
」
と
は
、
安
永
三
年
十
二

月
に
完
成
し
た
履
軒
著
「
錫
類
記
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
「
錫
類
記
」
は
豊
後
国
杵

築
に
お
い
て
老
母
に
献
身
的
な
孝
養
を
尽
し
た
孝
女
初
の
こ
と
を
漢
文
で
記
し
た
も

A

回
}

の
で
あ
り
、
両
者
の
文
通
は
孝
子
貞
婦
顕
彰
運
動
を
媒
介
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

《

E
M

る。
な
お
、
梅
園
、
が
履
軒
に
贈
っ
た
「
精
綿
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
木
綿
な
い

し
綿
花
の
栽
培
が
、
江
戸
時
代
に
国
東
半
島
で
行
わ
れ
て
い
た
と
の
記
載
は
大
分
県

史
・
地
方
誌
の
類
に
見
出
せ
ず
、
ま
た
三
浦
梅
園
が
試
み
た
と
の
記
録
や
伝
承
も
な

い
。
履
軒
へ
と
一
箱
分
届
け
ら
れ
た
梅
園
家
自
家
製
の
「
精
綿
」
と
は
、
カ
イ
コ
の

繭
か
ら
ほ
ぐ
し
た
真
綿
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
麻
田
剛
立
か
ら
梅
園
へ
の
別
の

書
簡
で
は
、
カ
イ
コ
の
養
育
方
法
や
桑
の
葉
の
与
え
方
に
つ
い
て
の
報
告
も
見
え
る

か
ら
で
あ
る
(
{
先
哲
七
頁
、
十
一
頁
】
)
。

因
み
に
、
初
の
孝
状
を
記
し
た
梅
園
作
『
愉
腕
録
』
巻
下
「
紺
屋
町
は
つ
」
の
章

や
す
た
ね

に
は
、
安
永
五
年
九
一
七
七
六
)
冬
、
上
坂
し
た
綾
部
妥
胤
(
剛
立
の
兄
)
に
託
し

て
、
中
井
竹
山
か
ら
初
に
贈
り
物
が
贈
ら
れ
、
そ
の
返
礼
に
、
初
が
手
製
の
手
拭
い

《六}

を
送
っ
た
と
あ
る
。
竹
山
は
大
い
に
喜
び
、
翌
安
永
六
年
(
一
七
七
六
)
正
月
の
宴

会
の
際
、
妥
胤
を
来
賓
と
し
て
招
き
、
「
豊
後
杵
築
孝
女
初
手
製
」
と
書
い
た
初
の
手

拭
い
を
掛
け
た
と
い
う
。
上
記
書
簡
の
手
製
の
精
綿
は
あ
る
い
は
こ
の
手
製
の
手
拭

い
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
上
記
三
浦
梅
園
四
月
十
八
日
付
け
書
簡
に
は
、
中
井
竹
山
・
履
軒
が
漢
詩

の
応
酬
を
好
む
か
否
か
を
質
問
し
て
い
る
他
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
も
見
え
る
。

一
、
乍
延
引
、
中
井
君
へ
書
状
又
々
指
上
候
。
御
序
御
届
可
被
下
候
。

梅
園
は
麻
田
剛
立
あ
て
の
手
紙
に
中
井
兄
弟
へ
の
書
簡
も
同
封
し
、
つ
い
で
に
届
け

て
く
れ
と
頼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
外
包
み
(
図
1
)

の
紹
介
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
梅
園
と
履
軒
の
書
簡
の
往
復
は
、
知
人
を
通
じ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

。。qu 

門
そ
の

2
】
三
浦
晋
一
氏
所
有
『
七
月
一
白
書
簡
」
〔
先
哲
五
九
頁
〕
:
安
永
五
年

二
七
七
六
)

一
翰
啓
上
仕
候
。
残
暑
烈
強

御
坐
候
所
、
預
帆
門
(
?
)
御
清

A'

被
成
御
坐
候
哉
、
承
度
奉
存
候
。

先
達
、
蝦
夷
志
之
義
被

仰
下
候
。
其
後
一
本
借
得

d

申
候
故
、
入
御
覧
候
。
緩
々
御
留

【

A'破
損
に
つ
き
推
読
不
能
】



【その 2] 三浦晋一氏所有「七月一白書簡J (先哲五九頁] 安永五年 (一七七六)

被
成
不
苦
候
.

拐
此
書
、
先
ハ

全
備
之
様
エ
相
見
へ
候
得
共
、
悉

出
子
侮
潟
之
故
欺
、
不
可
皆
僧

由
、
松
前
家
中
之
士
申
候
と

承
及
候
.
尚
御
勘
考
之
上
、

宜
説
承
度
奉
存
候
e

其
外

被
仰
下
候
書
籍
心
思
候
得
共

【下
半
部
へ

】

交
遊
不
多
、
未
入
手
不
申
候
.

此
地
麻
子
無
御
別
飾
、
弊
庵

無
他
罷
在
侯
.

乍
慮
外
、
御
安
心

被
下
度
候
.

齢
期
嗣
音
候
.
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恐
憧
簸
言

中
井
徳
二

七
月
朔

積
徳

三
浦
安
貞
様

《
大
意
》

お
手
紙
瞥
上
申
し
上
げ
ま
す
.

残
暑
厳
し
き
折
、
い
よ
い
よ
帆
門
(
徳
門
。
}
ご

消
祥
に
あ
そ
ば
さ
れ
て
い
る
よ
し
、
承
り
た
く
存
じ
ま
す
。

先
に
、
『
蝦
夷
志
』
に
つ
い
て
、
仰
せ
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
冊
を
借
用
で

き
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
入
れ
ま
す
.

ゆ
っ
く
り
と
お
留
め
置
き
く
だ
さ
っ
て
結
構



で
す
。さ

て
こ
の
書
、
一
見
十
分
な
も
の
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
と
ご
と
く
伝
写
に

出
る
た
め
か
、
す
べ
て
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
し
、
松
前
藩
の
家
中
の
土
が

話
し
て
い
た
と
聞
き
及
び
ま
し
た
。
な
お
ご
勘
案
の
上
、
ご
高
説
を
承
り
た
く
存
じ

ま
す
。そ

の
ほ
か
仰
せ
下
さ
れ
ま
し
た
書
籍
、
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
交
遊
も
狭
く
、

ま
だ
入
手
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
に
て
麻
田
先
生
は
別
条
な
く
、
我
が
家
も
変
わ
り
な
く
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
他
事
な
が
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
こ
と
は
次
の
手
紙
を
期
す
こ
と
に

し
ま
す
。

七
月
一
日

恐
憧
謹
言

中
井
徳
二

積
徳

三
浦
安
貞
様

《
差
出
年
次
の
推
測
》
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
七
月
一
日

こ
の
書
簡
は
、
履
軒
が
新
井
白
石
の
『
蝦
夷
志
』
を
す
で
に
梅
園
に
貸
与
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
年
次
を
推
測
で
き
る
。
梅
園
は
年
間
、
一

1
数
冊
の
読
書
ノ

l
ト
を

残
し
て
い
る
(
重
要
文
化
財
指
定
)
。
そ
の
中
に
、
抄
録
し
た
書
物
の
題
名
を
「
丙
申
・

目
次
」
(
*
安
永
五
年
)
と
書
き
連
ね
る
冊
子
の
な
か
ば
に
、
わ
ず
か
四
行
だ
け
な
が

ら、

O
蝦
夷
志

白
石
先
生

蝦
夷
之
産
春
菊
有
花
白
者
百
合
有
葉
黒
者

東
北
諸
夷
茅
高
丈
齢
蓬
高
二
丈
許

虎
杖
知
竹
樹
皆
数
十
囲

烏
鳶
鴎
狐
皆
大

と
書
き
抜
い
た
部
分
が
あ
る
(
明
治
三
十
九
年
刊
『
新
井
白
石
全
集
』
第
三
の
頁
で

六
八
五
・
六
八
八
の
そ
れ
ぞ
れ
下
段
に
該
当
)
。
こ
れ
を
、
履
軒
に
依
頼
し
て
借
り
た

『
蝦
夷
志
』
と
み
な
す
と
、
上
記
履
軒
書
簡
の
年
次
は
安
永
五
年
丙
申
と
推
測
で
き

る。
ち
な
み
に
、
梅
園
が
白
石
の
『
蝦
夷
士
山
』
の
入
手
に
手
を
尽
く
し
て
い
た
様
子
は

以
下
の
よ
う
な
事
実
か
ら
窺
え
る
。

ま
ず
、
中
津
藩
の
友
人
・
賀
来
子
登
に
あ
て
た
安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
四
月
十

八
日
付
書
簡
に
、

て
蝦
夷
志
ハ
何
分
御
・
つ
つ
し
取
可
被
成
候
。

Fhυ n
d 

と
あ
る
(
剛
立
の
大
坂
着
を
報
じ
た
書
簡
と
同
じ
【
先
哲
五
七
頁
】
)
。
こ
れ
は
「
中

津
で
『
蝦
夷
士
山
』
を
見
か
け
た
な
ら
、
写
し
取
っ
て
く
れ
」
と
い
う
依
頼
で
あ
り
、

こ
の
書
簡
以
前
、
す
で
に
梅
園
の
『
蝦
夷
士
山
』
探
し
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
梅
園
は
、
中
井
履
軒
に
頼
む
と
同
時
に
、
京
都
の
儒
者
、
高
伯
起
(
一
七

二
四

1
一
七
七
六
)
に
も
『
蝦
夷
志
』
を
求
め
て
い
る
。
高
伯
起
と
は
、
梅
園
塾
の

門
下
生
を
通
じ
て
の
交
流
で
あ
る
。
梅
園
の
「
復
高
葛
限
書
」
(
三
浦
家
伝
蔵
の
漢
詩

文
集
『
孤
錯
』
巻
下
所
収
、
天
保
二
年
版
行
『
賛
語
(
天
人
帳
)
』
巻
下
の
冊
末
に
も

「
附
刻
」
あ
り
)
。
そ
の
終
わ
り
近
く
に
、

且
間
源
君
美
氏
、
著
蝦
夷
志
、
渇
望
久
失
。
畳
一
無
有
帳
中
蔵
之
乎
。
有
則
許
一



渉
獄
。

と
、
『
蝦
夷
士
山
』
の
所
有
の
有
無
を
尋
ね
て
い
る
(
日
付
は
「
安
永
丙
申
(
*
五
年
)

ひ

夏
四
月
拙
」
(
*
刷
は
三
日
月
)
)
。
た
だ
し
次
に
梅
園
の
元
に
届
い
た
の
は
、
高
葛
阪

が
こ
の
安
永
五
年
八
月
八
日
に
没
し
た
と
の
許
報
で
あ
っ
た
(
『
梅
園
詩
集
』
巻
下
所

収
の
七
一
一
吉
田
律
詩
「
突
高
葛
阪
先
生
」
小
序
参
照
)
。

こ
の
よ
う
に
知
友
に
広
く
尋
ね
て
い
た
『
蝦
夷
志
』
が
、
大
坂
の
履
軒
か
ら
送
ら

れ
て
、
梅
園
は
さ
ぞ
か
し
喜
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
そ
の
3
】
小
野
精
一
編
『
三
浦
梅
園
書
簡
集
』
(
一
九
四
三
年
)
所
収
「
八
月
十
一

日
付
書
簡
」
〔
翻
刻
あ
り
、
現
物
は
未
確
認
〕
:
安
永
五
年
二
七
七
六
)
か
ら
安
永

六
年
(
一
七
七
七
)
頃
か
。

*
同
書
翻
刻
の
句
読
箇
所
を
改
め
た
所
が
あ
る
。

綾
宰
上
都
し
度
々
接
清
暗
(
日
名
子
太
郎
氏
蔵
)

四
月
十
九
日
の
高
教
、
辱
く
奔
讃
仕
候
。

先
以
緯
雌
益
御
清
勝
珍
重
奉
存
候
。

客
年
葬
薄
の
品
差
上
候
慮
、

御
丁
寧
御
謝
辞
不
堪
断
憧
候
。

先
頃
、
綾
宰
君
御
上
都

度
々
得
接
清
暗
、

毎
度
御
噂
承
申
候
。

無
程
、
歌
購
駒
可
申
候
。

此
地
の
事
、
お
序
御
聞
可
被
下
候
。

暑
中
諸
事
慨
療
、

尊
答
甚
及
延
引
候
。

此
段
被
教
海
容
候
。

於
嘗
地
御
用
之
義
御
座
候
節
者
、

無
御
隔
意
可
被
仰
下
侯
。

随
身
相
臆
の
義
ニ
御
座
候
は
ば
、

斡
旋
可
仕
候
。

秋
暑
尚
烈
、
高
自
重
。

恐
憧
謹
言

八
月
十
一
日

三
浦
安
貞
様

中
井
徳
二
(
花
押
)
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や
す
た
ね

(
注
)
『
三
浦
梅
園
書
簡
集
』
に
よ
れ
ば
、
綾
宰
は
麻
田
剛
立
の
長
兄
の
綾
部
妥
胤
。

「
歌
麗
駒
」
に
は
「
曜
歌
と
い
ひ
購
駒
と
い
ふ
送
別
の
歌
な
り
、
白
馬
蝿
駒
の
語
あ

り
」
と
の
割
り
注
あ
り
。

《
大
意
》

四
月
十
九
日
づ
け
の
お
便
り
、
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
も
づ
て
緯
雌
(
赤
く

帳
を
さ
げ
た
家
塾
て
ま
す
ま
す
ご
清
勝
と
の
こ
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
、

下
ら
ぬ
物
を
差
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
丁
寧
な
ご
謝
辞
を
い
た
だ
き
、
恐
縮
し

て
お
り
ま
す
。

や
す
た
れ

先
頃
、
綾
部
様
(
麻
田
剛
立
の
兄
、
綾
部
妥
胤
)
が
ご
上
都
な
さ
れ
、
た
び
た
び

お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
、
お
噂
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ほ
ど
な
く



〔
帰
郷
さ
れ
る
綾
部
氏
と
〕
送
別
の
宴
を
催
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
〔
綾
部
氏
か
ら
〕

こ
の
地
の
事
を
、
つ
い
で
に
お
聞
き
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

暑
中
、
す
べ
て
も
の
う
く
、
ご
返
答
が
は
な
は
だ
遅
れ
ま
し
た
こ
と
、
ご
容
赦
下

さ
い
。
当
地
に
お
い
て
御
用
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く
お
っ
し

ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
役
に
立
て
る
よ
う
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
尽
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

秋
暑
な
お
は
げ
し
き
折
、

八
月
十
一
日

よ
ろ
ず
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

恐
憧
謹
言

中
井
徳
二
(
花
押
)

三
浦
安
貞
様

《
差
出
年
次
の
推
測
》

頃
か
。

安
永
五
年
(
一
七
七
六
)

か
ら
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)

年
次
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
剛
立
の
実
兄
・
綾
部
郵
船
(
字
は
伊
承
、
号
は

富
阪
、
通
称
は
文
左
衛
門
)
が
い
つ
大
坂
に
滞
在
し
た
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

'uv 

中
尾
弥
三
郎
著
『
三
浦
梅
圏
外
伝
』
(
一
九
八
九
年
自
刊
)
の
項
目
「
綾
部
伊
承
・

や
す
た
ね

麻
田
剛
立
と
そ
の
一
統
」
に
よ
れ
ば
、
綾
部
妥
胤
は
大
坂
で
何
度
も
中
井
竹
山
に

会
っ
て
い
る
(
没
年
月
日
は
、
天
明
二
年
(
一
七
八
二
)
九
月
五
日
、
享
年
六
十
四

歳
)
。
こ
の
書
簡
に
見
え
る
夏
頃
の
大
坂
滞
在
は
、
【
そ
の

4
】
の
「
綾
部
様
か
ら
こ

ち
ら
の
お
話
を
お
聞
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
綾
部
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ

い
」
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
あ
た
り
で
あ
ろ
う

か
。
【
そ
の

4
】
の
書
簡
を
見
れ
ば
、
そ
の
前
に
梅
園
が
履
軒
に
複
数
の
依
頼
を
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
も
こ
の
書
簡
に
あ
る
「
ご
用
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
申

し
つ
け
下
さ
い
」
と
あ
る
こ
と
と
対
応
す
る
。

や
す
た
ね

ま
た
、
竹
山
『
箕
陰
集
(
詩
集
)
』
に
は
、
竹
山
か
ら
妥
胤
へ
の
贈
答
詩
が
数
首
見

え
る
。
巻
王
に
は
、
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
あ
る
い
は
安
永
五
年
(
一
七
七
七
)

七
月
の
作
と
思
わ
れ
る
「
七
夕
与
豊
後
綾
部
伊
承
及
府
下
諸
友
詑
二
舟
浪
華
橋
西
」

(
玉
律
)
、
「
其
二
贈
伊
承
」
(
五
律
)
、
「
走
筆
和
伊
承
韻
」
(
五
絶
)
、
「
次
韻
和
豊
後

綾
部
伊
承
柾
駕
見
贈
之
作
・
:
」
(
七
律
)
、
お
よ
び
、
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
五
月

の
作
と
恩
わ
れ
る
「
仲
夏
綾
部
伊
承
嘉
招
、
与
羽
倉
子
最
、
大
城
文
師
、
葛
子
琴
、

及
家
弟
、
江
上
詑
舟
、
兼
送
文
師
帰
肥
」
(
七
古
)
、
「
伊
承
時
命
漁
舟
以
随
、
黄
昏
予

揖
子
最
登
之
、
和
英
即
事
韻
」
(
七
絶
)
が
見
え
る
。
な
お
、
年
代
は
不
明
な
が
ら
、

『
懐
徳
堂
先
賢
墨
遁
』
(
隆
文
館
、
一
九
一
二
年
)
に
「
七
夕
陪
竹
山
先
生
与
履
軒
君

や
す
た
れ

及
諸
賢
詑
舟
」
と
題
す
る
綾
部
妥
胤
の
五
言
絶
句
二
首
(
自
筆
)
が
見
え
る
。

な
お
書
簡
の
所
蔵
者
と
し
て
名
が
挙
が
る
日
名
子
太
郎
(
一
八
六
五

1
一
九
二

六
)
は
、
明
治
末
年
の
別
府
町
長
で
あ
り
、
町
長
在
職
時
の
明
治
三
十
九
年
、
大
阪

朝
日
新
聞
の
記
者
だ
っ
た
西
村
天
囚
を
招
い
て
別
府
・
大
分
・
国
東
を
案
内
し
て
い

る
。
『
三
浦
梅
園
書
簡
集
』
刊
行
時
は
す
で
に
故
人
で
あ
る
。

そ
の
旧
蔵
書
だ
っ
た
三
浦
梅
園
自
筆
の
『
敢
語
』
初
稿
や
、
古
文
書
の
一
部
は
別

府
市
立
図
書
館
に
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
履
軒
の
梅
園
あ
て
書
簡
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
別
府
市
立
図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
「
日
名
子
文
書
目

録
」
と
実
物
の
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
該
当
の
文
書
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
の
返
答
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
西
村
天
囚
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
豊
後
路
」
と
い
う
連
載
を
発
表
し
、

明
治
三
十
九
年
(
一
九

O
六
)
十
一
月
二
十
八
日
付
け
「
豊
後
路
」
別
府
の
記
(
十

一
一
)
で
日
名
子
文
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
日
名
子
太
郎
刊

『
大
化
帖
』
に
肢
を
書
い
て
い
る
(
『
碩
園
先
生
文
集
』
巻
一
(
懐
徳
堂
記
念
会
、

マt
n
d 



九
三
六
年
)
「
大
化
帖
政
」
庚
成

(明
治
四
十
三
年
)
)
。
そ
の
中
で
、
「
干
嘗
務
別
府
、

奥
柚
軒
相
職
(
予
嘗
て
別
府
に
議
び
、
柚
軒
と
相
い
総
れ
り
ご
と
豊
後
路
の
旅
の
際
、

目
名
子
太
郎
に
知
り
合
っ
た
こ
と
が
述
ベ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

『
三
浦
梅
図
書
簡
集
』
の
編
者

・
小
野
精
一
(
一
八
七
七

t
一
九
五

O
)
は、

宇
佐
で
活
躍
し
た
郷
土
史
家
で
、
梅
闘
だ
け
で
は
な
く
広
瀬
淡
窓
旭
窓
、
帆
足
万
墨

の
書
簡
集
も
編
纂
刊
行
し
て
い
る
e

【
そ
の
4
】

友
弘
征
一
郎
氏
所
蔵
『
十
二
月
+
二
日
付
書
簡
』
〔
従
来
、
翻
刻
な
し
〕

安
永
六
年
二
七
七
七
)
か
ら
安
永
七
年

{
一
七
七
八
)
頃
か
。

奔
復

若
高
輪
、
麻
田
子
御
東
遊

爾
来
御
懇
意
、
得
御
意
候
義
、

預
御
挨
拶
、
辱
承
知
仕
侯
.

実

無
御
隔
意
彼
仰
下
、
大
慶
仕
候
.

拐
何
角
御
世
話
に
健
成
候
。
省
地

御
親
知
亜
日
御
坐
事
故
、
随
分

御
世
話
申
度
心
底
御
坐
候

へ
共、

高
般
不
行
届
事
而
巳
御
坐
候
。

綾
部
君
御
噂
被
下
候
由
、
委
細

承
知
仕
侠
.

御
序
之
節
、
乍
慨

宜
御
僻
遠
被
下
度
奉
頼
候
。

前
年
御
関
目
麻
田
氏
よ
り

わ
り
品
以

マ汽・

3
合

-Aマ
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奔
見
仕
候
。
寡
聞
之
末
拳

御
答
申
ニ
而
ハ
無
御
坐
候
。
請
龍

之
意
、
不
顧
赫
憐
申
上
候
也
。

文
火
吹
玉
有
合
候
事
、
入
御
意
、

段
々
御
謝
辞
、
痛
入
奉
存
候
。

【
貼
り
継
い
だ
用
紙
の
色
変
わ
る
】

前
線
被
仰
下
内
、
庇
謬
之
慮
、

無
御
隔
意
一
々
御
示
教
可
被
下
候
。

遠
方
不
存
知
、
預
御
足
下

O
事、

偏
麻
田
子
之
恵
愛
ニ
而
、
稽
揚

過
実
ニ
而
不
有
御

O
(坐
?
)
候
。
扉
扇

之
書
奉
存
候
。
葬
薄
之
ロ
問
、
有
合

奉
呈
候
。
御
笑
留
可
被
下
候
。

尚
相
臆
之

御
用
等
、
無
御
隔
意
可
被
仰
下
候
。

頓
首臓

月
十
二
日

中
井
徳
二

三
浦
安
貞
様

《
大
意
》

拝
復

仰
せ
の
よ
う
に
、
麻
田
様
の
ご
東
遊
か
ら
こ
の
か
た
の
ご
懇
意
、
ご
意
向

に
か
な
い
ま
し
た
義
、
ご
挨
拶
に
預
か
り
、
か
た
じ
け
な
く
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

実
に
隔
で
な
く
仰
せ
下
さ
り
、
あ
り
が
た
き
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当
地
に
ご
親
族
お
知
り
合
い
が
お
い
で
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
随
分
お
世
話
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
か

と
不
都
合
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

や
す
た
ね

綾
部
様
(
*
剛
立
の
兄
の
綾
部
妥
胤
)
が
噂
を
お
伝
え
下
さ
っ
た
よ
し
、
委
細
承

知
い
た
し
ま
し
た
。
つ
い
で
の
節
、
よ
ろ
し
く
ご
伝
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
の
ご
質
問
項
目
、
麻
田
氏
よ
り
伺
い
ま
し
た
。
無
学
な
私
に
は
お
答
え
申
し

上
げ
る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[
逆
に
]
教
え
を
請
い
た
い
と
思
い
、
恥
も
か
え

り
み
ず
に
申
し
あ
げ
た
ま
で
で
す
。

ま
た
火
吹
玉
を
あ
り
合
わ
せ
で
送
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
気
に
召
し
た
よ
う
で
、

ご
丁
寧
に
お
礼
を
い
た
だ
き
、
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

前
条
仰
せ
下
さ
っ
た
う
ち
、
誤
謬
の
箇
所
は
、
遠
慮
な
く
一
々
ご
教
示
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

遠
方
に
て
存
じ
あ
げ
ぬ
ま
ま
、
ご
交
流
に
預
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
麻

田
様
の
お
陰
で
す
。
[
麻
田
氏
の
]
評
価
は
身
に
余
る
も
の
で
、
お
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
の

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

扉
扇
(
横
額
)
の
書
の
件
、
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
、
有
り
合

わ
せ
で
進
呈
い
た
し
ま
す
。
ご
笑
納
下
さ
い
。

な
お
こ
ち
ら
で
で
き
る
御
用
な
ど
、
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
頓
首

- 39 -

十
二
月
十
二
日

中
井
徳
二

三
浦
安
貞
様



《
差
出
年
次
の
推
測
》

頃
か
。

安
永
六
年
(
一
七
七
七
)

か
ら
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)

年
次
を
確
定
さ
せ
る
事
項
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
前
後
関
係
を
窺
う
こ
と
の
で
き

る
内
容
が
い
く
つ
か
見
え
る
。

ま
ず
、
梅
園
か
ら
履
軒
へ
の
質
問
項
目
と
は
、
新
井
白
石
『
蝦
夷
志
』
を
読
ん
だ

梅
園
が
蝦
夷
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
三
浦
梅
園
『
帰
山
録
』
下
に

以
下
の
よ
う
に
言
う
(
大
正
元
年
刊
『
梅
圏
全
集
』
上
巻
一

O
八
八
頁
1
)
。

-
・
・
浪
華
の
中
井
履
軒
に
白
石
の
蝦
夷
志
か
り
で
不
審
な
る
事
共
間
て
遣
は
し
け

る
頃
、
か
な
た
よ
り
蝦
夷
の
静
を
書
て
贈
ら
れ
た
り
。
甚
痛
快
を
畳
ゆ
。

『
蝦
夷
志
』
を
読
ん
だ
梅
園
が
、
不
審
な
点
を
履
軒
に
尋
ね
、
そ
れ
に
対
し
て
履
軒

は
漢
文
の
「
蝦
夷
排
」
を
書
い
て
送
っ
た
の
で
あ
る
(
つ
ま
り
【
そ
の

4
】
は
【
そ

の
2
】
か
ら
し
ば
ら
く
後
)
。
な
お
、
こ
の
「
蝦
夷
排
」
は
上
記
『
帰
山
録
』
の
引
用

の
後
に
全
文
が
引
か
れ
る
が
、
懐
徳
堂
文
庫
で
は
新
田
文
庫
『
履
軒
先
生
遺
稿
雑

集
』
に
見
せ
消
ち
入
り
の
履
軒
草
稿
が
見
え
る
。
内
容
は
、
古
代
、
蝦
夷
と
は
日
本

《
七
}

の
域
外
の
粛
慎
国
を
指
す
と
す
る
も
の
で
、
懐
徳
堂
学
派
に
共
通
す
る
考
え
で
あ
る
。

や
す
た
ね

綾
部
妥
胤
に
関
す
る
内
容
は
、
【
そ
の
3
】
の
《
差
出
年
次
の
推
測
》
で
述
べ
た
よ

う
に
{
そ
の
3
】
の
上
坂
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
(
つ
ま
り
【
そ
の

4
】
は
【
そ
の

3
】
の
後
三

扉
扇
(
横
額
)
の
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
簡
か
ら
、
梅
園
が
履
軒
に
依
頼
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
そ
の
5
】
に
「
都
墨
が
着
い
た
よ
う
で
す
が
、
お
褒
め
に
預

か
り
冷
や
汗
を
か
い
て
お
り
ま
す
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

(
つ
ま
り
【
そ
の
4
】
は
【
そ
の
5
】
の
前
)
。

な
お
、
履
軒
が
梅
園
に
贈
っ
て
い
る
「
火
吹
玉
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
火
吹
玉
」
は
「
火
吹
達
磨
」
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
三
浦
家
に
伝
わ
っ
た

資
料
に
よ
り
、
そ
の
所
蔵
と
紛
失
と
を
確
認
で
き
る
。

ま
ず
、
三
浦
家
に
伝
わ
っ
た
梅
園
自
筆
資
料
の
中
に
、
「
覚
」
と
題
さ
れ
、
書
幅
お

よ
び
什
宝
類
の
品
目
を
列
記
し
た
文
書
が
あ
る
(
紙
片
の
高
さ
約
日
・

5
g。
そ
の

最
後
に
、

大
坂
中
井
履
軒
先
生
よ
り
送
り
来
ル

火
吹
玉

と
あ
る
。
た
だ
、
「
箱
内
紛
失
物
」
と
題
し
た
文
書
(
紙
片
の
高
さ
日
叩
・
抄
者
不

明
)
の
筆
頭
に
「
火
吹
玉
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
同
文
書
の
末
尾
に
は
、
「
右
壬
成

季
夏
廿
七
日
改
」
と
あ
る
。
梅
園
没
年
(
寛
政
元
年
)
以
後
の
「
壬
成
」
は
、
享
和
二

年
(
一
八

O
二
)
か
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
で
あ
り
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
こ
の

「
火
吹
玉
」
が
、
紛
失
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(
以
上
、
両
文
書
は
、
と
も
に
国
東

市
刊
『
史
跡
三
浦
梅
園
旧
宅
保
存
修
理
工
事
報
告
書
資
料
編
』
(
二

O
O
七
年
)

一
五
頁
、
一
七
頁
に
写
真
お
よ
び
翻
字
が
見
え
る
)
。

- 40 -

【
そ
の
5
】
三
浦
晋
一
氏
所
有
『
一
一
一
月
二
十
五
日
付
書
簡
」
〔
従
来
未
翻
刻
〕
:
安
永

八
年
(
一
七
七
九
)

尚
々
説
詩
醇
語
之
義
、
被
仰

下
候
。
交
瀞
中
弁
書
捧
相
尋

候
得
共
、
未
見
影
迩
候
。
追
而
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見
嘗
候
ハ
パ
、
可
入
御
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【その 5 ] 三浦晋一氏所有「三月二+玉日付書簡 J (従来未 鶴刻] ・安永八年(一七七九)

《大
意
》

年
初
な
ら
び
に
昨
年
十

一
月
の
お
手
紙
、
同
時
に
着
き
、
か
た
じ
け
な
く
拝
読
い

た
し
ま
し
た
.

ま
ず
は
能
賀
新
年
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
よ
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
.

昨
秋
、
長
崎
に
ご
遊
歴
の
よ
し
、
後
ま
し
い
限
り
で
す
。
宝
石
文
鎮
ご
恵
投
い
た

だ
き
‘
か
た
じ
け
な
く
文
机
に
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
ま
る
で
消
兄

と
接
す
る
よ
う
で
、
あ
り
が
た
き
こ
と
と
存
じ
た
て
ま
つ
り
ま
す
。

私
の
寄
が
そ
ち
ら
に
届
き
ま
し
た
よ
し
、
お
褒
め
に
預
か
り
覚
え
ず
冷
や
汗
を
流

し
ま
し
た
.
我
が
家
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
事
な
が
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
.

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
右

一
紙
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
こ
と

は
、
次
の
手
紙
を
期
す
こ
と
に
し
ま
す
.

恐
憧
頓
首

中
井
徳
二

積
徳
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三
月
二
十
五
日

三
浦
安
貞
様

-z

，L
a
l
h
ご

仰
せ
に
な
っ
て
い
た
『
説
持
略
語
』
の
義
、
知
り
合
い
や
本
屋
に
当
た
っ

て
み
ま
し
た
が
、
ま
だ
見
つ
か
り
ま
せ
ん
.

見
当
た
り
ま
し
た
ら
、
追
っ
て
ご
覧
に

入
れ
た
く
存
じ
ま
す
。
以
上

追
{申

(
注
)
『
舵
臨
時
限
砕
』
消

・
沈
徳
潜
擦
の
詩
論
。
以
下
の

《
差
出
年
次
の
推
測
》

参
照
。
権
園
家
襲
蔵
の
模
範
に
は
見
え
な
い
{
昭
和
五
三
年
刊

『三
浦
梅
園
自
筆
稲

本
並
旧
蔵
書
解
題
』
に
見
え
ず
)
.



《
参
考
》
心
斎
橋
の
本
屋

心
斎
橋
通
に
は
、
当
時
、
書
臨
時
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
そ
の
様
子
を
『
摂
津
名
所

図
会
大
成
』
で
は
、
「
古
写
本
さ
が
す
好
事
客
あ
れ
ば
、
滑
稽
本
を
買
ふ
粋
客
あ
り
、

経
史
を
見
る
儒
者
、
仏
書
ね
ぎ
る
出
家
、
其
除
、
神
書
、
歌
書
、
俳
書
、
詩
文
、
随

も

と

め

ひ

筆
、
物
語
、
医
書
、
軍
談
、
:
・
和
様
の
手
本
物
ま
で
需
に
応
じ
て
曹
ぐ
が
故
に
終
日

庖
の
間
暇
な
く
:
・
」
と
表
現
す
る
。
履
軒
が
本
を
探
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
本
屋
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
詩
も
附
さ
れ
て
い
る
。

書
林
櫛
比
心
斎
橋

二
酉
五
車
巻
帳
鏡

可
知
海
外
同
文
運

四
庫
珍
編
波
及
遥

荒
井
鳴
門

書
林
櫛
比
す
心
斎
橋

お
お

二
酉
玉
車
巻
帳
鏡
し

知
る
べ
し
海
外
文
運
を
同
じ
く
し

四
庫
珍
編
波
及
遥
か
な
る
を

*
二
酉
、
五
車
は
共
に
書
籍
の
多
い
こ
と
。
中
国
の
故
事
に
基
づ
く
。

《
差
出
年
次
の
推
測
》
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)

こ
の
書
簡
は
、
そ
の
前
年
(
安
永
七
年
)
秋
に
梅
園
が
長
崎
に
旅
行
し
た
こ
と
に

触
れ
て
お
り
、
年
次
が
確
定
す
る
。
梅
園
か
ら
の
み
や
げ
の
「
鎮
紙
」
は
、
長
崎
で

求
め
た
文
鎮
で
あ
ろ
う
。
た
だ
宝
石
と
文
鎮
を
贈
っ
た
の
か
、
宝
石
で
で
き
た
文
鎮

だ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
『
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
』
に

は
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
発
見
で
き
な
い
。

ま
た
、
履
軒
が
贈
っ
た
書
と
は
、
書
簡
【
そ
の

4
】
で
送
り
ま
す
と
言
っ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

長
崎
旅
行
の
前
後
、
梅
園
は
そ
の
見
聞
録
『
帰
山
録
』
と
、
『
養
生
訓
』
と
い
う
和

揖
曲
名
所
凶
骨
太
成
一
怨
之
十
三
下

問

O 

重!露 i
鶴
精
者
肘
闘
官
大
旗
色
之

F
=一下

問

5拍

心斎橋通書韓 cw 摂津名所図会大成』巻十三下)
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文
の
著
作
を
書
い
て
い
る
が
、
『
帰
山
録
』
巻
下
に
は
履
軒
の
漢
文
「
蝦
夷
排
」
を
、

『
養
生
訓
』
に
は
同
じ
く
「
祭
食
河
豚
死
者
文
」
を
、
そ
っ
く
り
引
用
し
て
い
る
。

へ
い
そ
う

円
祭
食
河
豚
死
者
文
」
は
、
履
軒
の
文
集
『
弊
帯
』
に
見
え
る
が
、
三
浦
家
の
伝
存

資
料
に
は
『
弊
帯
』
写
本
も
見
、
L
M
V
(
E
m
)
。

せ
っ

以
下
、
追
伸
に
あ
た
る
「
尚
々
書
き
」
で
触
れ
る
、
清
・
沈
徳
潜
撰
の
詩
論
『
説

詩
陣
語
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
梅
園
の
抄
録
帳
で
も
、
安
永
八
年
(
一
七

の
「
己
亥
抄
己
」
の
冊
末
近
く
、
『
親
書
』
志
類
か
ら
の
大
量
の
書
き
抜
き

七
九
)

の
前
に
、of説

詩
略
語

長
州
沈
徳
糟
摘
土

(
*
「
碕
」
は
「
確
」
の
異
体
字
)

と
書
名
・
撰
者
名
を
記
し
て
、
帳
箇
の
見
聞
き
に
五
条
の
書
き
抜
き
を
し
た
箇
所
が

あ
る
。
そ
の
「
鼓
吹
横
吹
」
と
の
見
出
し
で
書
き
抜
い
た
部
分
は
、
梅
園
が
和
文
で

綴
っ
て
刊
行
し
た
漢
詩
概
説
書
『
詩
轍
』
巻
六
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
梅
園
自
身
は
、

入
手
先
は
記
録
し
て
い
な
い
が
、
履
軒
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
中
井
履
軒
が
豊
後
の
三
浦
梅
園
に
あ
て
た
書
簡
玉
通
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
ず
、
履
軒
と
梅
園
と
は
、
麻
田
剛
立
と
そ
の
兄
の
綾
部
郭
航
を
仲
介
と
し
て
書

簡
を
往
復
さ
せ
て
お
り
、
玉
通
の
書
簡
は
す
べ
て
履
軒
か
ら
梅
園
へ
の
返
書
で
あ
る
。

時
期
は
麻
田
剛
立
が
大
坂
に
来
て
か
ら
の
安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
か
ら
安
永
八
年

(
一
七
七
九
)
の
頃
で
あ
る
。
箇
条
書
き
に
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
書
簡
前
〕
梅
園
、
精
綿
を
贈
る
。

【
そ
の

1
}
「
十
二
月
十
二
日
付
書
簡
」
(
安
永
三
年
ご
七
七
四
)
か
、
最
も
早
く

て
安
永
元
年
)
:
精
綿
の
御
礼
。
文
通
を
得
た
こ
と
に
感
謝
(
←
文
通
開
始
時
の
手

紙)。〔
書
簡
前
〕
梅
園
、
『
蝦
夷
志
』
等
の
書
籍
を
所
望
す
る
。

【
そ
の
2
】
「
七
月
一
日
付
書
簡
」
(
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
)
:
『
蝦
夷
志
』
発
送
通

知
(
そ
の
他
は
未
入
手
だ
と
言
う
)
。

〔
書
簡
前
〕
梅
園
、
四
月
十
九
日
に
書
簡
。
贈
り
物
に
御
礼
。

や
す
た
ね

【
そ
の

3
】
「
八
月
十
一
日
付
書
簡
」
(
安
永
玉
、
六
年
頃
か
)
:
綾
部
妥
胤
と
大
坂
で

会
っ
て
い
る
こ
と
。
御
用
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
と
苦
?
っ
。
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〔
書
簡
前
〕
梅
園
、
世
話
を
頼
む
。
履
軒
作
「
蝦
夷
排
」
に
対
す
る
御
礼
。
綾
部
氏

か
ら
噂
を
聞
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
火
吹
玉
に
対
す
る
御
礼
。
書
幅
を
所
望
。

【
そ
の

4
】
「
十
二
月
十
二
日
付
書
簡
」
(
安
永
六
、
七
年
頃
か
)
:
世
話
で
き
な
い
こ

や
す
た
ね

と
を
断
る
。
綾
部
妥
胤
へ
の
挨
拶
を
依
頼
。
「
蝦
夷
排
」
に
つ
い
て
の
謙
遜
、
と
教
示

依
頼
。
火
吹
玉
に
対
す
る
御
礼
に
恐
縮
。
書
幅
を
所
望
さ
れ
た
こ
と
を
承
知
。

せ
っ
し

〔
書
鮪
前
〕
梅
園
、
前
年
十
一
月
、
及
び
年
初
に
書
簡
。
履
軒
の
書
を
誉
め
、
『
説
詩

陣
語
』
を
求
め
る
。

【
そ
の
5
】
「
三
月
二
十
五
日
付
書
簡
」
(
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
)
:
長
崎
土
産
の

せ
っ
し
さ
い
ご

御
礼
。
書
を
誉
め
ら
れ
た
こ
と
に
恐
縮
。
(
『
説
詩
陣
語
』
の
未
入
手
通
知
。
)



以
上
の
書
簡
の
内
容
か
ら
、
梅
園
は
履
軒
に
熱
心
に
情
報
を
求
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
『
説
詩
陣
語
』
や
新
井
白
石
『
蝦
夷
士
山
』
や
そ
の
他
の
書
籍
を
求
め
た
り
、

書
簡
に
は
直
接
見
え
な
い
が
、
蝦
夷
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
礼
と
し
て
、
精
綿
、
宝
石
、
文
鎮
な
ど
の
物
品
を

贈
っ
て
い
た
。
一
方
、
履
軒
も
自
筆
の
書
や
火
吹
玉
(
火
吹
達
磨
)
を
贈
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
麻
田
剛
立
も
梅
園
に
天
文
観
測
器
具
を
調
達
し
た
り
し
て
い
る
(
【
先

哲
】
所
収
の
書
簡
参
照
)
。

た
だ
、
本
稿
で
紹
介
し
た
書
簡
に
は
、
履
軒
と
梅
固
と
が
深
い
学
問
的
議
論
を
し

て
い
た
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。
梅
園
の
著
作
に
は
履
軒
の
著
作
の
引
用
が
あ
る
が
、

そ
の
逆
は
な
い
。
履
軒
の
「
蝦
夷
排
」
は
梅
園
の
要
望
に
応
え
て
履
軒
が
ま
と
め
た

も
の
で
、
履
軒
は
梅
園
に
意
見
を
求
め
て
い
た
よ
う
だ
が
、
梅
園
が
そ
れ
に
応
え
た

形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
二
人
の
交
流
は
、
梅
園
に
と
っ
て
よ
り
重
要
だ
っ
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
履
軒
は
著
作
を
め
っ
た
に
人
に
見
せ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

へ
い
そ
う

い
る
が
、
完
成
後
そ
れ
ほ
ど
経
っ
て
い
な
い
時
期
に
文
集
『
弊
帯
』
を
贈
っ
た
り
し

て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
で
紹
介
し
た
書
簡
【
そ
の

4
】
に
つ
い
て
は
、
三
浦
梅
園
遺
墨
館
の

友
弘
征
一
郎
様
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
-
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

ま
た
、
書
簡
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
先
生
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
-
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

注

( 

) 

一
方
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
中
井
竹
山
ら
へ
の
書
簡
を
集
め
た

『
先
哲
手
簡
』
(
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
』
四

O
頁
に
解
題
あ
り
)
と
並
河
寒
泉

が
筆
写
し
た
『
先
哲
書
翰
集
』
(
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
』
七
八
頁
に
解
題
あ

り
)
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
梅
園
か
ら
の
書
簡
は
見
あ
た
ら
な
い
。

な
お
、
梅
園
の
麻
田
剛
立
あ
て
の
手
紙
は
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
編
『
麻

田
剛
立
資
料
集
』
(
大
分
県
先
哲
叢
書
、
一
九
九
九
年
)
に
三
通
見
え
る
。
そ

の
中
、
三
浦
家
当
主
の
個
人
蔵
の
書
簡
と
提
示
さ
れ
た
二
通
「
奥
綾
正
庵
蓄
」

と
「
奥
麻
田
剛
立
書
」
は
、
大
正
元
年
『
梅
圏
全
集
』
下
巻
に
も
漢
文
の
も
の

が
見
え
る
。

( 

一一) 

一
方
、
順
天
堂
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
四
月
十
八
日
」
付
の
三
浦
梅
園

書
簡
(
注
三
で
も
言
及
)
は
、
剛
立
に
届
い
た
手
紙
の
現
物
で
あ
り
非
常
に
貴

重
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
縮
小
写
真
お
よ
び
購
入
の
経
緯
は
、
酒
井
シ
ヅ
コ
ニ

浦
梅
園
の
手
紙
!
麻
田
剛
立
宛
|
」
上
・
下
(
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
二
一
一

一
・
四
、
一
九
八
五
年
一
月
・
十
月
)
に
見
え
る
。

『
懐
徳
堂
|
近
世
大
阪
の
学
校
』
(
大
阪
市
立
博
物
館
〈
第

m回
特
別
展
〉
、

一
九
八
六
年
)
五
二
頁
に
よ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
も
の
以
外
に
筆
者
が
存
在

を
確
認
し
て
い
る
履
軒
の
書
簡
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

l
，
中
之
島
図
書
館
蔵
「
中
井
履
軒
書
翰
」
(
甲
和
問
)

*
平
野
翠
、
多
治
比
郁
夫
「
若
干
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
」
(
『
大
阪
府
立
図
書
館

紀
要
』
二
七
号
、
一
九
九
一
年
)
に
翻
刻
あ
り
。

2
，
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
「
中
井
履
軒
書
状
(
荒
木
商
山
宛
、
九
月
尽
日
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( 

一一
) 

n
E 

付
)
」
(
歴
む
)

勾

t

*
『
懐
徳
堂
|
近
世
大
阪
の
学
校
』
(
大
阪
市
立
博
物
館
、
一
九
八
六
年
)
五

二
頁
に
影
印
、
翻
刻
あ
り
。
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
以
前
の
も
の
。

3
，
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
「
奉
公
人
ま
つ
請
状
」

*
『
懐
徳
堂
|
近
世
大
阪
の
学
校
』
(
大
阪
市
立
博
物
館
、
一
九
八
六
年
)
五

二
頁
に
影
印
、
翻
刻
あ
り
。
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
の
自
分
宛
の
請
状

(
保
証
書
)
を
自
ら
が
代
筆
し
て
書
い
た
も
の
。

4
，
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
「
中
井
履
軒
書
状
(
西
村
庄
兵
衛
宛
、
正
月
二
十
四

n
L 

日
付
)
」
(
歴
M
)

n
h
u 

*
『
懐
徳
堂
』
(
大
阪
市
立
博
物
館
〈
館
蔵
資
料
集

nv、
一
九
九
四
年
)
に
影

印
、
翻
刻
あ
り
。

同
書
簡
に
、
三
月
十
五
日
に
日
出
藩
主
か
ら
「
麻
地
酒
」
を
頂
戴
し
た
と
い

う
記
事
が
あ
り
、
『
梅
園
詩
集
』
巻
下
の
漢
詩
「
日
出
侯
賜
酒
」
に
よ
り
年
次

が
確
認
で
き
る
。
安
永
年
間
の
漢
詩
を
作
成
順
に
整
理
し
て
あ
る
写
本
『
文
乙

一
一
』
(
一
部
自
筆
)
に
は
、
こ
の
七
言
律
詩
の
題
が
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

(
四
)

安
永
乙
未
三
月
十
五
日
、
奉
奔
日
出
侯
辱
麻
池
酒

あ
さ
ぢ
ざ
け

な
お
、
「
麻
地
酒
」
(
ま
た
は
「
麻
池
酒
」
)
は
、
別
府
の
北
に
位
置
す
る
小
藩

ひ

じ

・
日
出
の
特
産
品
。
そ
の
伝
統
は
、
日
本
画
専
門
の
美
術
館
を
有
す
る
二
階
堂

酒
造
(
本
社
は
大
分
県
日
出
町
)
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
錫
類
記
」
は
、
佐
野
大
介
「
中
井
履
軒
「
錫
類
記
」
及
び
孝
女
は
つ
関
連

文
献
に
つ
い
て
」
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O六
)
に
翻
刻
が
あ
る
。

以
上
、
梅
園
と
履
軒
の
文
通
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
『
懐
徳
堂
|
近
世
大

阪
の
学
校
』
(
大
阪
市
立
博
物
館
、
一
九
八
六
年
)
二
回
頁
を
参
照
し
た
。

(
五
)

(
ム
ハ
)

『
梅
圏
全
集
』
下
巻
(
梅
園
会
編
、
一
九
一
一
一
年
)
所
収
の
『
愉
腕
録
』
二

二
七
頁
に
は
、
贈
り
物
の
こ
と
だ
け
述
べ
る
が
、
三
浦
梅
園
自
筆
・
初
稿
本

『
愉
腕
録
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
履
軒
が
「
錫
類
記
」
を
著
し
た
こ
と
も

見
え
る
。

(
七
)

郡
監
綾
部
妥
胤
(
華
名
文
左
ヱ
門
)
ハ
初
か
久
し
く
つ
か
へ
し
主
人
な
り
。

妥
胤
安
永
丙
申
の
冬
、
園
の
事
有
て
大
坂
に
ゆ
か
れ
し
に
、
大
坂
学
校
懐

徳
堂
の
教
授
中
井
竹
山
先
生
は
か
ね
て
し
れ
る
人
に
て
彼
に
で
も
先
た
っ

て
初
か
孝
状
も
き
か
れ
、
其
弟
履
軒
錫
類
記
と
て
其
事
を
し
る
さ
れ
、
竹

山
先
生
よ
り
か
の
初
に
贈
り
物
有
て
其
事
を
嘉
し
ら
れ
た
り
。

懐
徳
堂
学
派
の
蝦
夷
に
対
す
る
考
え
は
、
有
働
賢
造
「
中
井
履
軒
と
北
辺
問

題
」
(
『
江
戸
時
代
と
大
阪
』
大
阪
宝
文
館
、
一
九
四
三
年
)
、
高
橋
周
「
中
井

竹
山
・
中
井
履
軒
に
よ
る
蝦
夷
地
対
策
l
経
済
的
側
面
か
ら
の
再
検
討
」
(
『
日

本
歴
史
』
六
九
九
号
、
二

O
O
六
年
八
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
竹
山

・
履
軒
の
師
で
あ
る
玉
井
蘭
洲
も
基
本
的
に
履
軒
と
同
じ
考
え
を
し
て
い
る
が
、

蘭
洲
は
津
軽
藩
に
仕
え
た
こ
と
も
あ
る
(
懐
徳
堂
文
庫
に
あ
る
『
履
軒
臥
友
』

と
題
す
る
詩
の
書
き
抜
き
の
冊
子
の
「
五
言
長
律
」
に
蘭
洲
作
「
津
軽
雑
詠
」

が
あ
る
。
書
簡
{
そ
の

2
】
で
、
松
前
藩
士
の
詰
を
引
く
の
は
、
蘭
洲
を
通
じ

た
ル

l
ト
か
ら
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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(
八
)

火
吹
達
磨
と
は
、
小
さ
な
穴
の
付
い
た
銅
製
の
道
具
で
、
中
に
少
量
の
水
を

入
れ
、
穴
か
ら
吹
き
出
す
蒸
気
を
利
用
し
て
火
を
起
こ
し
た
と
い
う
(
『
明
治
三

十
八
家
絶
句
』
四

O
葉
裏
の
「
火
吹
達
磨
」
と
い
う
詩
の
割
書
に
「
以
レ
鋼
作
レ

之
、
腹
中
貯
レ
水
、
得
レ
火
吐
レ
気
、
鼓
ニ
l
一
炉
炭
¥
俗
呼
ニ
火
吹
達
磨
こ
と
あ

る
の
が
わ
か
り
よ
い
)
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や
『
広
辞
苑
』
に
も
載
っ
て
お

り
、
大
村
益
次
郎
の
あ
だ
名
に
も
な
っ
て
い
た
ぐ
ら
い
な
の
で
、
珍
し
い
物
で



は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

伊
藤
幸
司
「
ち
ょ
っ
と
昔
の
ア
イ
デ
ア
商
品
火
吹
達
磨
」
(
大
阪
市
文
化
財

協
会
編
『
葦
火
』
三
八
号
(
七
巻
二
号
)
(
一
九
九
二
年
六
月
)
所
収
)
に
大
阪

市
立
博
物
館
蔵
の
火
吹
達
磨
の
写
真
が
あ
る
。
マ
ト
リ
ヨ

l
シ
カ
人
形
に
似
た

達
磨
形
で
、
顔
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
口
の
部
分
に
針
で
突
い
た
よ
う
な
小

さ
な
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
サ
イ
ズ
は
タ
テ
五
・
八
咽
と
あ
り
、
手
の
中
に

収
ま
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
水
は
「
火
に
か
け
て
温
め
、

水
の
中
に
つ
け
て
急
冷
し
、
口
の
穴
か
ら
吸
い
込
ま
せ
た
」
と
言
う
。
火
鉢
の

中
に
入
れ
て
使
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
れ
だ
け
実
用
に
な
っ
た
か
疑
問
で
あ
る

(
あ
る
い
は
様
子
を
見
て
楽
し
む
も
の
で
あ
っ
た
か
)
。

な
お
、
三
浦
梅
園
の
主
著
『
玄
語
』
に
「
吹
火
珠
」
と
小
見
出
し
を
付
す
一

節
が
あ
る
。
死
没
の
前
年
に
自
筆
で
清
書
し
な
お
し
て
い
た

t

『
玄
語
』
地
冊
露

部
「
水
燥
」
の
「
得
ニ
吹
火
珠
一
弄
レ
之
、
。
一
銅
空
丸
。
盤
二
繊
孔
一
。
火
レ
之
則

稜
ニ
!
壷
丸
中
之
燥
-
。
投
レ
水
則
以
殺
ニ
l

壷
燥
一
。
鳴
レ
水
而
賓
。
賓
レ
水
投
レ
火
、

則
結
質
解
而
為
レ
風
喝
。
故
会
質
将
レ
結
則
排
ニ
粗
場
-
。
而
搾
ニ
l
成
寅
一
。
場
象
将

レ
稜
則
衝
ニ
密
会
一
而
稜
ニ
l
成
虚
¥
観
二
於
小
一
推
-
忌
於
大
¥
・
乙
で
あ
る
(
岩

波
書
庖
「
日
本
思
想
大
系
」
四
一
『
三
浦
梅
園
』
四
七
五
頁
(
島
田
鹿
次
訳
二

三
四
頁
)
、
『
梅
圏
全
集
』
上
巻
一
八

O
頁
)
。
こ
の
描
写
に
よ
れ
ば
、
「
吹
火

珠
」
は
、
上
記
の
「
火
吹
達
磨
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

梅
園
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
器
具
に
よ
り
気
象
の
し
く
み
を
推
測

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
井
履
軒
も
そ
の
「
七
胞
論
」
に
お
い
て
宇
宙
の
寒

暖
を
説
明
し
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
器
具
に
よ
り
思
い
を
馳
せ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
九
)

井
上
了
「
中
井
履
軒
『
弊
帯
』
諸
本
お
よ
び
草
稿
の
篇
次
に
つ
い
て
」
(
『
懐

徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O六
)
九
八
頁
に
よ
る
と
、
一
七
七
三
年
(
安
永
二

年
)
に
同
書
の
二
冊
固
ま
で
は
完
成
し
て
い
た
と
言
う
。

【
附
録
】

本
稿
で
紹
介
し
た
書
簡
【
そ
の

4
】
を
蔵
す
る
三
浦
梅
園
遺
墨
館
は
、
以
下
の
よ

う
な
竹
山
の
自
筆
詩
も
所
蔵
し
て
い
る
。

次
駒
大
城
君
升
従
令
尊
過
訪
席
上
見
贈

(
大
城
君
升
令
尊
に
従
い
過
訪
し
席
上
贈
ら
る
に
次
前
す
)

知
君
家
撃
力
三
齢
知
れ
り
君
が
家
皐
三
銭
に
力
む
る
を

せ

い

せ

い

た

れ

こ

れ

お

辞
又
生
辞
執
舎
諸
酔
又
た
辞
を
生
み
執
か
諸
を
舎
か
ん

征
棒
遠
衝
風
浪
険
征
樟
遠
く
衝
く
風
浪
の
険

旅
装
俄
訪
醇
羅
居
旅
装
俄
か
に
訪
う
醇
羅
の
居

賓
鑑
酒
薄
儒
餐
在
賓
鑑
酒
薄
く
し
て
儒
餐
在
り

騨
路
華
濃
萄
錦
如
騨
路
華
濃
く
し
て
局
錦
の
知
し

う
や
ま

詩
就
同
欽
大
藩
美
詩
就
り
同
じ
く
欽
う
大
藩
の
美
な
る
を

坐
間
停
諦
巻
還
静
坐
間
停
諦
し
巻
き
て
還
た
許
ぶ

積
善
奔

(
注
)
*
次
簡
は
、
他
人
の
作
に
韻
を
合
わ
せ
る
こ
と
。
*
三
徐
は
、
読
書
の
時

間
と
し
て
惜
し
む
べ
き
、
冬
(
歳
の
齢
)
、
夜
(
日
の
齢
)
、
雨
(
時
の
絵
)
の
こ
と
。

せ
い

*
辞
は
、
辞
々
で
弓
の
調
和
す
る
様
(
『
詩
経
』
「
小
雅
」
「
角
弓
」
)
。
*
醇
羅
は
、

か
ず
ら
。
醇
羅
の
居
は
か
ず
ら
の
茂
っ
た
み
す
ぼ
ら
し
い
家
。
*
巻
鋒
は
、
巻
く
こ

と
と
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。
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こ
の
詩
は
、
中
井
竹
山
著
『
糞
陰
集
(
詩
集
)
』
巻
七
(
影
印
本
四
頁
)
(
『
懐
徳
堂

遺
書
』
所
収
活
字
本
巻
二
『
七
言
律
」

mH
b
)

に
見
え
る
。
『
貧
陰
集
(
詩
集
)
』
巻

七
の
岡
持
の
直
前
の
持
に
「
肥
後
大
域
文
師
之
江
都
、
途
中
柾
駕
口
占
以
送
其
行
、

蓋
歩
席
上
見
示
前
也
」
(
活
字
本
は
巻
四
ぬ
る
と
飼
書
き
が
あ
り
、
大
域
文
飾
と
そ

の
子
君
升
が
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
大
原
に
帯
っ
た
際
の
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
.

寛
政
三
年

(
一
七
九
二
の
作
で
あ
る
.

大
城
氏
は
肥
後
藩
の
藩
儒
だ
っ
た
{
『
漢
文
学
者
総
覧
』
間
参
照
)
園
大
械
室
梁

(
一
七
四
一

t
一
八
一
一
)
名
は
焼
。
字
は
文
卿
.
通
称
は
多
十
郎
.
号
は
壷
梁
。

{
『
肥
後
文
教
史
』
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
『
肥
後
先
哲
評
伝
』
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録

大
成
』
)
な
お
、
肥
後
藩
で
は
蔽
孤
山
も
竹
山
と
交
流
が
あ
り
、
『
崎
県
陰
集
(
詩
集
)
』

に
は
多
く
の
贈
答
持
が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
箕
陰
集
{
詩
集
}
』
巻
五
{
影
印
本
制
頁
)
に
『
仲
夏
綾
部
伊
承
嘉
招
、
与
羽
倉

子
農
、
大
域
文
師
、
葛
子
琴
、
及
家
弟
、
江
上
程
舟
、
兼
送
文
師
帰
肥
」
と
題
す
る

位
向
(
安
永
六
年

・
一
七
七
七
)
が
あ
り
、
剛
立
の
兄
、
綾
部
妥
胤
と
と
も
に
大
原
の

文
人
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
.
ま
た
、
『
懐
徳
堂
先
賢
国
霊
法
』
(
隆
文
館
、

一
九
一
二
年
)
に
は
、
大
披
霊
梁
作
「
呈
竹
山
先
生
七
律
」
が
見
え
る
。
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減
士
口
信
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
)




